
　開業率，廃業率の国際比較

我が国の2019年の開業率（当該年度に雇用関係が
新規に成立した事業所数を前年度末の適用事業所数
で除した値）は4.2％，廃業率は3.4％です。欧米諸国
と比較してみると，我が国は開業率，廃業率共に低く，
特に開業率は欧米諸国とは２倍あるいは３倍の大きな
差となっています。

ただし起業５年後の平均企業生存率は，2013年に
起業した企業の生存率（米国，英国，ドイツ，フランス
企業のデータは2007年～2013年に起業した企業に
ついての平均）を比較すると，日本企業は81.7％であ
り，欧米諸国のそれが40％～48.9%であることと比
較して高いと言えます。つまり日本は開業率，廃業率
は低いものの生存率は高く，入念な起業準備を行い確
実に存続させている特性が確認できます。このような
特性は国内市場においては有効な反面，国際市場にお
いては機会獲得や競争優位の面で課題となっています。

このような状況の中，経団連は日本経済浮揚と国際
競争力の向上の課題として｢スタートアップエコシス
テム｣の強化を提言しています。さらに政府は｢新しい
資本主義｣の実現にむけスタートアップの育成を強化
するためスタートアップ担当大臣の任命を明らかにし
ています。

　シリコンバレーとイノベーション
 　生み出すエコシステム
イノベーションが多く生まれ，世界的な影響力を発

揮しているシリコンバレーに注目しイノベーション
を生み出すエコシステムについて確認していきます。
Google，Apple，Tesla，Yahoo!，Facebookの本社が
存在する地域がシリコンバレーです。シリコンバレー
はアメリカ西海岸のサンフランシスコ湾に沿った周辺
地域を言います。太平洋につながった湾の北部に位置
するサンフランシスコから湾の南部に位置するサン
ノゼに至るエリアとなります。シリコンバレーと呼ば
れるエリアの面積は約4,800㎢で，約310万人が居住
しています。世界の時価総額上位５社の３社（Apple，
Google，Facebook）がこの地に拠点を構える（2018
年データ）ことが，イノベーションの生まれる地域と
して世界的に注目を集める背景の１つになっています。

　シリコンバレーの投資額

シリコンバレーの投資額は全米でも抜きんでていま
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シリーズ  イノベーションのつくりかた②     

イノベーションのつくりかたシリーズ す。2019年のシリコンバレー地区の投資額は約200
億ドル（約2.6兆円），サンフランシスコを加えた投資
額は約400億ドル（約5.2兆円）です。この投資額は全
米の40％でありカリフォルニア州の79％を占めます。

（2020 Silicon Valley Index）。またイノベーションに
つながる指標の１つである知的財産権の登録件数は，
2018年のシリコンバレー地区の知的財産権の登録件
数割合は全米の12.8％であり，サンフランシスコ地区
を含めると14.8％を占めることになります。

さらにシリコンバレー地区の大きな特徴は，従業員
１人が生み出す生産性にも現れています。2001年～
2019年の平均生産性は，シリコンバレーでは53％増
加しています。サンフランシスコ地区，カリフォルニ
ア州，全米が22％～29％であることに比較すると大
きな開きがわかります。これはシリコンバレーが他の
地区に比べてその地区で事業活動する人々の付加価値
額の差であり，付加価値の高い製品，サービスを生産
していることが裏付けられます。

それではシリコンバレーではどの程度の数の会社が
生まれているでしょうか。少々古いデータですが，シ
リコンバレーの1995年～2010年の16年間の年間平
均起業数は17,300社です。一方，廃業数は12,800社
です（Silicon Valley Index　2013） 。この間，廃業社
数は年間ほぼ１万社前後ですが，起業社数は年間１万
社～４万社と幅があり，毎年数千社から多い年には
３万社を越える企業が増加していることになります。
一定の廃業を伴い，積極的な起業がイノベーションの
拠点としてのシリコンバレーを支えているのです。

　シリコンバレーのイノベーションを生み出す仕組み

それでは何故，優れたイノベーションがシリコンバ
レーで生み出されるのかについて確認してみましょう。
シリコンバレーが注目されるのは，多数の優秀な人材
輩出，そしてユニークなスタートアップが多数，多頻
度で生まれていることによるニュース配信の多さです。

第１の人材供給は，スタンフォード大学などの学術
研究機関に加えて，NASAのエイムズ研究所，ゼロッ
クスのパーク研究所などの公的機関，大企業の研究機
関，そしてGoogle，Appleなどの巨大IT企業の本社

が立地し，人材が集積，異動，スピンアウトすること
です。

第２のニュース配信の多さは，シリコンバレーでは
ユニークなイノベーションとそれに伴うスタートアッ
プが多数，多頻度で生まれることによって，世界各国
のメディアがシリコンバレーに拠点を設置することに
よるものです。イノベーションを生み出す企業が多く
集まることによって多くのニュースが生まれます。そ
のため日々ニュースを探すメディアにとって効率的に
ニュースを見つけ出せます。当然，スタートアップ企
業にとってはメディアの拠点があることは，自社の活
動がニュースとして国内外に配信される可能性が高く
なり，ビジネスチャンスも拡大します。そのためより
有力なスタートアップを含む企業が多くシリコンバレ
ーに集まる好循環を生むことになります。

しかし，単なる良い人材と多数のメディアの存在だ
けではイノベーションは生まれません。シリコンバレ
ーにはイノベーションを生み出し易くするエコシステ
ムが存在します。

次にこのエコシステムについて確認します。

　「創る」仕組み

シリコンバレーではさまざまなチャレンジが行われ
ています。さらにシリコンバレーでは人と人が会うと
挨拶と同じように｢最近，何にチャレンジしている？｣
と質問されことが多くあります。何度か同じ質問を受
けるうちに｢チャレンジしていることを答えることが
できるように｣ と意識するようになってきます。そし
てチャレンジすることを探す，あるいはチャレンジし
ていることを積極的に発言するようなっていきます。

しかしチャレンジも気持だけでできるわけではあり
ません。新たな事業につながるチャレンジの対象を生
み出すための思考法が必要となります。デザイン思考
やスプリントと呼ばれる思考法がそれです。これらの
思考法がシリコンバレーに拠点を構える大企業や大学
に浸透し，この地区では共通言語として共有されてい
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図１　開業率の国際比較
（出所：中小企業白書2021，中小企業庁）

図２　廃業率の国際比較
（出所：中小企業白書2021，中小企業庁）

図３　起業後の企業生存率
（出所：中小企業白書2017，中小企業庁）

表１  シリコンバレーと米国全体および他の地区との従業員１人あたり生産性増減比較

図４　シリコンバレーのエコシステム（筆者作成）

（出所：Silicon Valley Index 2020）
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ます。そのためシリコンバレーで活動する人々は，共
有された思考法のもとに考え，行動できるのです。

　「作る」仕組み

市場が存在しない事業や，社会に存在しない製品，
サービスを言葉やスライド資料だけで伝え，共感を得
て協力者や顧客にすることは容易ではありません。製
品，サービスを立体物（フィジカル）として可視化し，
手に触れ，簡易に体験できれば理解も共感も高まりま
す。また，構想を立体物にすることによって問題や効
果も明らかになります。しかし誰もが頭の中に描いた
構想を立体物にする能力を持っているわけではありま
せん。そこでそのような問題を解決するため，シリコ
ンバレー地区にはアイデアをカタチにすることを支援
するサービスや施設が多く存在します。それらのサー
ビスや施設は｢Shop（ショップ）｣と呼ばれます。開発
初期段階にかたちにするための仕組みに加えて，最終
製品にむけての生産試作や事業初期段階における小ロ
ット生産に対応する企業もシリコンバレーに存在しま
す。これらの企業は大量生産にも対応できる生産設備
を中国に持ち，市場拡大に伴い生産量にも対応します。

　「つなげる」仕組み

立体物を作るだけですぐに事業につながるわけでは
ありません。立体物になることで構想は他者に伝わり
易くなり，理解も進みます。しかし当事者のネットワ
ークは限られます。構想やアイデアを当事者のネット
ワーク以外の人々にも知る機会を提供し，新たな技術
との出会いや，新たなニーズとの出会いを促進する場
がシリコンバレーには存在します。さらにメディアが
配信するニュースが多くの人々に情報を広げ，関心の
ある人々とのつながりを促進します。

　「支える」仕組み

ネットワークの構築と広がりはアイデアの発展や，
事業機会の拡大につながります。それらに加えて，事
業アイデアを事業として発展させるための資金と自身
の事業化ノウハウを同時に供給するベンチャー・キャ
ピタルの存在があります。シリコンバレーのベンチャ
ー・キャピタルは，シリコンバレー以外に投資するこ
とは多くありません。投資先企業と密接な関係を形成
し，投資しながら伴走するためです。ベンチャー・キ
ャピタルは，自身が持つ法律の専門家，会計の専門家，

技術コンサルタントなどのネットワークを活用し，投
資先のスタートアップを支援する極めてアナログ的な
側面も持っています。全米におけるベンチャー・キャ
ピタル総投資額のうちシリコンバレーに対する割合は
約22％（2017年：アジア成長研究所　東アジアへの
視点，2018年12月）であり，サンフランシスコ地区
を含めると全米の投資額の約40％（同）にも及びます。
それ以外にもコーポレート・ベンチャー・キャピタル
やクラウド・ファンディングの投資もシリコンバレー
に対して積極的に実施されています。
さらに事業の拡大には事業の発展段階に応じた支援，
ネットワーキングが欠かせません。そのためステージ
毎に地域政府やアクセレーターなどが実施しています。

　「試す」仕組み

シリコンバレー地区は社会実験の場でもあります。
例えば自動運転車輌の公道走行実験など州政府の姿勢
と共に，生活者の社会実験に対する寛容さが，開発途
上の製品，サービスを許容し，良質なフィードバック
を提供することにつながっているのです。
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